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神
社
史
料
研
究
会
の
研
究
発
表
の
成
果
を
纏
め
上
梓
し
た
「
神
社
史
料
研
究
会
叢
書
」
は
、
す
で
に
第
一
輯

『
神
主
と
神
人
の
社
会
史
』、
第
二
輯
『
社
寺
造
営
の
政
治
史
』、
第
三
輯
『
祭
礼
と
芸
能
の
文
化
史
』、
第
四
輯

『
社
家
文
事
の
地
域
史
』、
第
五
輯
『
神
社
継
承
の
制
度
史
』
の
五
冊
を
世
に
送
っ
た
が
、
こ
こ
に
新
た
に
古
来

よ
り
全
国
的
な
規
模
で
の
広
が
り
を
み
せ
諸
方
面
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
神
社
、
神
社
信
仰
に
焦
点

を
あ
て
た
研
究
会
叢
書
の
刊
行
方
針
の
も
と
、
第
六
輯
と
し
て
『
賀
茂
信
仰
の
歴
史
と
文
化
』
を
上
梓
す
る
。

　

顧
み
れ
ば
、
第
五
輯
の
「
あ
と
が
き
」
で
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
神
社
史
料
の
種
々
の
分
野
か
ら
の

有
効
利
用
、
研
究
の
深
化
を
目
標
と
し
て
神
社
史
料
研
究
会
が
発
足
し
た
の
は
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
十

二
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
東
京
神
田
の
学
士
会
館
で
の
第
一
回
の
研
究
会
に
参
加
の
諸
氏
は
四
十
八
名
。

名
称
が
神
社
史
研
究
会
で
は
な
く
、
神
社
史
料
研
究
会
と
な
っ
た
の
は
、
神
社
史
料
は
、
た
ん
に
神
社
、
神
道

の
研
究
に
資
し
宗
教
史
等
の
素
材
を
提
供
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
前
近
代
に
お
け
る
神
社
と
い
う
存
在
の
社
会

的
位
置
か
ら
い
っ
て
も
、
地
域
史
、
政
治
史
、
社
会
史
、
経
済
史
、
文
化
史
は
い
う
に
及
ば
ず
、
文
学
、
芸
能
、

音
楽
、
風
俗
、
民
俗
、
建
築
、
土
木
等
を
初
め
と
す
る
広
範
な
分
野
の
研
究
に
資
す
る
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、

神
社
・
社
家
及
び
関
連
の
所
々
に
所
蔵
・
架
蔵
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
神
社
史
料
に
焦
点
を
あ
て
研
究
を
進
化
さ
せ

て
い
こ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
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爾
来
、
二
十
六
年
。
本
会
の
発
足
時
に
お
い
て
は
、
神
社
及
び
神
社
史
料
に
関
す
る
研
究
、
と
く
に
近
世
期

に
お
け
る
究
明
は
極
め
て
希
薄
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
一
部
に
は
研
究
そ
の
も
の
を
敬
遠
す
る
傾
向
に
さ
え

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
い
ま
は
ど
う
か
。
状
況
は
一
変
し
て
い
て
、
往
々
に
し
て
見
ら
れ
た
所

の
、
神
道
、
神
社
に
対
す
る
偏
見
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
し
、
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
来

て
い
る
。
史
料
に
則
し
た
実
証
的
な
研
究
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
実
に
隔
世
の
感
さ
え
あ
る
。

第
五
輯
の
刊
行
に
よ
り
一
区
切
の
つ
い
た
翌
々
年
の
平
成
二
十
三
年
五
月
、
神
社
史
料
研
究
会
に
対
し
、
財
団

法
人
神
道
文
化
会
（
名
誉
会
長
久
邇
邦
昭
、
会
長
田
中
恆
清
）
か
ら
そ
の
功
績
を
認
め
る
表
彰
状
を
受
け
た
。

内
容
は
本
会
の
全
体
を
簡
潔
に
表
す
る
も
の
で
あ
り
広
く
知
っ
て
頂
く
た
め
に
も
記
録
に
留
め
て
お
き
た
い
。

「
貴
会
は　
平
成
六
年
十
二
月
発
会
後　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
他
で
研
究
会
を　
ま
た
毎
年
一
回
夏
季
に　
全
国

著
名
神
社
の
協
賛
を
得
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し　
そ
の
折
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
選
び　
神
社
史
料
研
究
会
叢
書

を
刊
行
さ
れ
ま
し
た　
こ
れ
ら
の
業
績
は　
神
社
及
び
社
家
に
伝
承
さ
れ
る
史
料
を
十
分
に
活
用
し
て
纏
め
ら
れ

て
お
り　
神
社
史
研
究
に
と
っ
て
有
益
な
論
文
集
と
評
価
さ
れ
ま
す　
仍
っ
て
茲
に
そ
の
功
績
を
讃
え
表
彰
し
ま

す
」
と
い
う
有
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
べ
き
大
社
に
協
力
を
依
頼
し
、
正
式
参
拝
の
後
、
毎
回
五
、
六
本

の
研
究
発
表
を
二
日
に
亘
り
行
い
、
最
後
に
史
料
類
の
拝
観
を
さ
せ
て
頂
く
と
い
う
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
様
々

な
分
野
の
研
究
者
が
多
数
集
い
、
継
続
し
て
今
に
至
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
神
社
当
局
の
支
援
あ
っ
て
の
こ
と

で
あ
り
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
な
る
継
続
と
研
究
の
深
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
こ
こ
数
年
い
わ

ゆ
る
御
朱
印
ブ
ー
ム
が
続
い
て
い
る
が
、
心
な
し
か
前
途
も
明
る
く
思
わ
れ
て
く
る
の
も
不
思
議
で
あ
る
。
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さ
て
、
本
書
で
と
り
あ
げ
る
賀
茂
の
社
で
あ
る
が
、
古
代
に
は
祭
と
い
え
ば
賀
茂
祭
（
葵
祭
）、
京
都
と
い

え
ば
賀
茂
川
が
連
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
京
都
を
象
徴
す
る
賀
茂
川
の
上
流
に
鎮
座
し
、
往
古
よ
り
近
世
末
に
至

る
ま
で
賀
茂
川
の
水
支
配
を
し
て
き
た
の
が
賀
茂
別
雷
神
社
で
あ
り
、
賀
茂
川
と
高
野
川
の
河
合
近
く
に
鎮
座

し
て
い
る
の
が
賀
茂
御
祖
神
社
で
あ
る
。
前
者
は
上
賀
茂
社
、
後
者
が
下
鴨
社
、
鴨
社
と
略
称
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
両
社
合
せ
て
賀
茂
下げ

上じ
よ
う

社し
や

、
或
い
は
賀
茂
上
下
社
と
称
さ
れ
た
。
平
安
遷
都
以
来
、
王
城
鎮
護
の
社

と
し
て
伊
勢
の
神
宮
に
次
ぐ
朝
野
の
崇
敬
を
受
け
、
ま
た
諸
国
に
厖
大
な
荘
園
を
有
し
、
此
に
よ
り
賀
茂
信
仰

が
諸
国
に
も
弘
ま
り
多
く
の
分
霊
社
も
存
す
る
。
近
世
に
は
、
上
賀
茂
社
は
二
千
五
百
七
十
二
石
、
下
鴨
社
は

五
百
四
十
石
の
社
領
（
朱
印
地
）
を
有
し
、
明
治
維
新
後
は
官
幣
大
社
に
列
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
首
位
に
置

か
れ
た
の
が
、
賀
茂
別
雷
神
社
、
賀
茂
御
祖
神
社
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
神
社
で
あ
り
な
が
ら
、
賀
茂
下
上
社
と
も
纏
ま
っ
た
神
社
史
と
い
え
る
程
の
も
の
は
無
か
っ
た
。

前
近
代
に
は
各
社
家
の
努
力
に
よ
り
、
上
社
で
は
『
賀
茂
群
記
類
鑑
』『
賀
茂
史
略
』『
賀
茂
註
進
雑
記
』
等
、

下
社
の
『
賀
茂
皇
太
神
宮
記
』『
賀
茂
社
旧
記
』『
賀
茂
史
綱
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
が
、
全
国
的
に
著
名
な
社

で
は
古
文
書
等
の
公
刊
も
進
め
ら
れ
て
き
た
な
か
で
、
社
蔵
史
料
の
充
分
な
調
査
も
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

状
況
が
続
い
て
い
た
。
嘗
て
、
小
生
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
在
職
中
の
平
成
三
年
よ
り
十
年
に
か
け
て
、

近
世
の
社
寺
日
記
、
殊
に
京
都
や
奈
良
の
然
る
べ
き
神
社
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
る
日
記
類
を
調
べ
る
機
会
が
あ
り
、

所
々
に
於
て
長
期
に
わ
た
り
筆
録
さ
れ
た
大
量
の
日
記
が
伝
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
近
世
の
日
記
に
概
し
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
と
に
社
寺
の
日
記
類
は
ほ
ぼ
原
本
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で
あ
り
、
そ
の
量
は
厖
大
で
あ
り
、
粗
雑
な
扱
い
し
か
さ
れ
て
き
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
近
世

の
社
寺
日
記
は
こ
れ
ま
で
歴
史
学
の
分
野
に
於
て
さ
え
殆
ん
ど
注
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
調
査
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
保
存
と
利
用
を
図
る
た
め
に
も
、
全
て
の
日
記
の
目
録
を
作
成
し
、
全
て
と
は
い
か
な
い

ま
で
も
経
費
と
時
間
の
許
す
限
り
出
来
る
だ
け
多
く
を
写
真
撮
影
し
、
紙
焼
き
・
製
本
を
し
て
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
の
書
庫
に
排
架
し
、
研
究
者
の
利
用
に
供
す
よ
う
、
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
内
、
賀
茂
御
祖
神
社
、
賀
茂
別
雷
神
社
の
分
を
こ
こ
で
記
録
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
賀
茂
御
祖
神
社

に
お
け
る
近
世
日
記
の
調
査
は
、
平
成
三
、
四
の
両
年
に
亘
り
行
い
、
昭
和
四
十
五
年
度
虫
ぼ
し
分
類
目
録
と

し
て
作
成
さ
れ
た
「
古
文
書
関
係
目
録
・
宝
物
台
帳
登
録
目
録
・
貴
重
品
台
帳
登
録
目
録
」（
タ
イ
プ
印

刷
三
六
丁
）

に
も
登
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
近
世
の
厖
大
な
日
記
類
が
社
務
所
北
側
の
藪
の
中
に
建
っ
て
い
た
小
さ
な

倉
庫
の
な
か
か
ら
見
出
さ
れ
た
。
美
濃
判
大
の
袋
綴
本
で
、
表
紙
に
は
「
年
行
事
日
次
」「
日
記
」
等
と
あ
る
。

一
月
で
一
冊
の
も
の
も
あ
る
が
、
二
、
三
ケ
月
一
冊
の
も
の
が
多
く
、
丁
数
は
七
〇
～
一
二
〇
丁
で
、
一
括

し
て
史
料
名
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
『
賀
茂
御
祖
神
社
日
記
』
と
題
す
べ
き
も
の
。
欠
年
の
分
も
あ
る
が
、
元
禄

十
四
年
（
一
七
〇
一
）
よ
り
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
及
び
、
都
合
六
八
一
冊
。
写
真
撮
影
は
最
初
の
冊
よ

り
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
分
ま
で
、
三
六
八
冊
。
他
に
下
鴨
社
家
の
日
記
、『
鴨
縣
主
長
尹
日
記
』（
安
永

四
年
〈
一
七
七
五
〉
～
寛
政
十
三
年
〈
一
八
〇
一
〉）
五
冊
。『
鴨
縣
主
長
将
日
記
』（
文
政
八
年
〈
一
八
二
五
〉

～
天
保
十
五
年
〈
一
八
四
四
〉）
八
冊
。
こ
れ
ら
は
全
て
を
撮
影
し
た
。
ま
た
他
に
も
『
日
記
恒
例
部
類
』

（
文
化
四
年
〈
一
八
〇
七
〉）
一
冊
、『
江
府
日
記
』（
宝
永
八
年
〈
一
七
一
一
〉）
一
冊
、『
御
神
領
御
朱
印
御
改
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御
用
関
東
下
向
仕
払
帳
』（
延
享
三
年
〈
一
七
四
六
〉）
一
冊
な
ど
、
記
録
類
二
十
一
冊
が
確
認
さ
れ
た
。

　

賀
茂
別
雷
神
社
で
は
、
庁
屋
の
南
側
に
位
置
す
る
校
倉
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
日
記
類
を
調
査
。
平
成
七
年
よ

り
十
一
年
に
至
る
ま
で
、
前
後
五
回
に
亘
る
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
慳け
ん

貪ど
ん

の
書
物
箱
二
十
箱
（
一
番
箱
～
廿
番

箱
）
に
格
納
さ
れ
て
い
た
。
大
判
の
竪
帳
（
縦
三
二
・
横
二
五
セ
ン
チ
程
）
で
あ
り
、
一
冊
に
は
二
月
か
ら
翌

正
月
ま
で
を
記
載
、
厚
さ
二
〇
セ
ン
チ
に
及
ぶ
も
の
も
多
い
。
表
紙
に
は
「
社
中
日
並
記
」「
日
並
」「
日
次

記
」「
社
記
」「
社
記
假
附
」
な
ど
と
あ
る
が
、
一
括
し
て
『
賀
茂
別
雷
神
社
日
記
』
と
称
す
べ
き
も
の
。
寛
文

五
年
（
一
六
六
五
）
よ
り
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
及
び
、
都
合
一
〇
二
五
冊
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち

最
初
の
寛
文
五
年
よ
り
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
ま
で
の
分
、
八
四
冊
を
写
真
撮
影
し
た
。
ま
た
、
社
家
の
日

記
と
し
て
、
次
の
も
の
が
伝
存
し
て
い
た
。『
満
久
日
次
記
』（
寛
永
十
六
年
〈
一
六
三
九
〉
～
正
保
二
年
〈
一

六
四
五
〉）
一
冊
。『
維
久
記
』（
寛
文
四
年
〈
一
六
六
四
〉
～
天
和
四
年
〈
一
六
八
四
〉）
二
冊
。『
矩
久
記
』

（
寛
文
六
年
〈
一
六
六
六
〉
～
貞
享
二
年
〈
一
六
八
五
〉）
五
冊
。『
就
久
記
』（
延
宝
八
年
〈
一
六
八
〇
〉
～
元

禄
七
年
〈
一
六
九
四
〉）
六
冊
。『
清
令
日
記
』（
寛
文
六
年
〈
一
六
六
六
〉
～
宝
永
八
年
〈
一
七
一
一
〉）
三
九

冊
。『
清
茂
日
記
』（
元
禄
五
年
〈
一
六
九
二
〉
～
享
保
廿
年
〈
一
七
三
五
〉）
四
一
冊
。『
清
足
日
記
』（
享
保

二
年
〈
一
七
一
七
〉
～
安
永
六
年
〈
一
七
七
七
〉）
五
二
冊
。
以
上
は
全
て
を
撮
影
し
た
。
な
お
、『
清
茂
日

記
』
に
つ
い
て
は
早
く
児
玉
幸
多
氏
の
研
究
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
が
（「
賀
茂
清
茂
伝
、『
歴
史
地
理
』

昭
和
十
二
年
十
二
月
号　

）、
他
は
殆

ん
ど
そ
の
存
在
す
ら
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
賀
茂
両
社
を
初
め
と
す

る
社
寺
に
お
け
る
近
世
の
日
記
の
発
見
、
調
査
に
お
け
る
思
い
、
感
慨
が
や
が
て
当
会
、
神
社
史
料
研
究
会
の
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発
足
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
悉
皆
調
査
の
必
要
性
を
神
社
当
局
に
説
明
す
る
と
共
に
、
京
都

府
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
京
都
府
教
育
委
員
会
が
文
化
庁
か
ら

補
助
金
を
受
け
、
当
時
奈
良
大
学
教
授
藤
井
学
・
大
谷
大
学
教
授
大
山
喬
平
の
両
氏
が
主
任
調
査
員
、
二
十
人

の
調
査
員
に
よ
り
調
査
は
始
ま
っ
た
。
平
成
九
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
収
蔵
庫
・
土
蔵
・
校
倉
・
社
務
所
な

ど
に
分
蔵
さ
れ
て
い
た
文
書
記
録
類
を
庁
ち
よ
う

屋の
や

に
運
び
、
板
間
の
上
に
座
り
込
み
月
に
四
～
五
日
間
、
寒
暑
を

厭
わ
ず
調
査
に
加
っ
た
こ
と
が
い
ま
に
忘
れ
難
い
。
そ
し
て
、
六
年
に
亘
る
継
続
調
査
を
経
て
、
十
五
年
三
月
に

京
都
府
古
文
書
調
査
報
告
書
第
十
四
集
『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
目
録
』（
七
七
九
頁
）
の
刊
行
を
み
た
。
古
代

か
ら
近
代
に
か
け
て
の
文
書
記
録
類
一
万
三
六
〇
〇
点
余
が
目
録
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
十
八
年
三
月
に
は

一
括
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
年
三
月
に
は
調
査
員
の
分
担
執
筆
に
よ
り
二
十
一
篇

の
研
究
成
果
を
収
め
た
『
上
賀
茂
の
も
り
・
や
し
ろ
・
ま
つ
り
』（
大
山
喬
平
監
修
、
思
文
閣
出
版
）
が
出
版

さ
れ
た
。
す
で
に
下
賀
茂
に
つ
い
て
は
『
鴨
社
の
絵
図
』（
五
篇
の
論
考
を
収
載
、
平
成
元
年
五
月　

糺
の
森

顕
彰
会
発
行
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
賀
茂
研
究
は
漸
く
進
ん
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

本
冊
に
収
載
し
た
論
考
八
篇
は
、
賀
茂
両
社
に
関
す
る
も
の
三
篇
、
上
社
が
三
篇
、
下
社
が
二
篇
で
あ
る
。

内
容
に
順
序
は
な
く
、
適
宜
配
し
た
。
便
宜
そ
れ
ら
の
論
文
の
要
旨
を
述
べ
る
。

　

嵯
峨
井
建
「
賀
茂
社
祭
神
と
そ
の
歴
史
的
変
遷
」
は
、
祭
神
を
ぬ
き
に
神
社
研
究
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う

観
点
か
ら
賀
茂
社
の
祭
神
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
。
賀
茂
伝
説
に
つ
い
て
改
め
て
詳
細
に
検
討
し
、
上
社
は

賀
茂
別
雷
神
で
あ
る
こ
と
に
一
貫
し
て
変
ら
な
い
が
、
下
社
の
場
合
は
祭
神
は
一
社
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
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は じ め に

な
が
ら
、
時
代
に
よ
り
御
祖
神
の
意
味
、
祭
神
名
そ
の
も
の
に
も
変
化
が
あ
り
、
そ
の
事
情
等
を
考
察
す
る
。

　

黒
田
龍
二
「
建
築
と
祭
儀
か
ら
見
た
賀
茂
社
本
殿
の
意
義
」
は
、
賀
茂
両
社
の
本
殿
は
と
も
に
東
西
に
並
ぶ

三
間
社
流
造
で
、
神
社
建
築
で
最
も
多
い
流
造
の
典
型
と
さ
れ
て
い
る
が
、
造
替
方
法
は
上
社
と
下
社
に
違
い

が
あ
り
、
下
社
の
場
合
は
一
般
的
な
本
殿
造
替
方
式
で
あ
る
が
、
上
社
は
特
殊
で
、
仮
殿
を
造
ら
な
い
と
い
う

点
な
ど
で
神
宮
式
年
遷
宮
と
著
し
い
共
通
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
本
殿
の
性
格
等
に
つ
き
究
明
す
る
。

　

京
條
寛
樹
「
賀
茂
御
祖
神
社
社
殿
の
変
遷
」
は
、
鴨
社
の
社
殿
は
都
合
三
十
三
棟
が
国
宝
・
重
文
に
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、
建
築
史
的
に
価
値
の
実
態
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
文
献
に
現
れ
た
社
殿

を
草
創
期
か
ら
平
安
期
を
中
心
に
詳
細
に
検
討
し
、
社
殿
が
整
備
さ
れ
て
い
く
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、

中
世
以
前
の
社
殿
景
観
を
描
く
「
鴨
社
古
図
」
に
つ
き
、
そ
の
成
立
年
代
を
考
証
し
、
新
説
を
提
示
す
る
。

　

樋
笠
逸
人
「
鴨
社
古
図
（
賀
茂
御
祖
神
社
絵
図
）
と
賀
茂
社
御
参
籠
」
は
、
中
世
の
代
表
的
な
社
頭
絵
図
と

さ
れ
て
い
る
鴨
社
古
図
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
既
往
の
見
解
を
整
理
し
、
建
物
の
名
称
・
状
態
を
記
し
た
押
紙
、

小
川
や
堤
と
の
距
離
な
ど
を
示
し
た
書
入
れ
を
具
体
的
に
検
討
し
て
「
御
所
」
の
押
紙
の
意
味
を
考
え
、
後
白

河
院
の
参
籠
を
目
的
と
し
て
造
営
さ
れ
た
「
外
御
所
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　

森
本
ち
づ
る
「
上
賀
茂
社
の
忌
子
」
は
、
古
代
よ
り
明
治
初
年
ま
で
上
賀
茂
社
に
存
続
し
た
女
性
祀
職
で
あ

る
忌い
む

子こ

の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
論
考
。
既
説
で
は
上
代
の
齋
院
の
後
身
と
か
、
御
阿
礼
神
事
に
奉
仕
の
阿
礼

乎
止
売
や
齋
院
代
な
ど
と
す
る
が
、
認
め
難
い
こ
と
を
論
証
し
、
物
忌
童
女
で
あ
り
御
戸
開
神
供
奉
献
で
祭
神

の
御
側
近
く
に
祗
候
し
、
神
田
神
事
で
あ
る
土
解
祭
・
植
御
祭
・
御
田
刈
神
事
な
ど
に
奉
仕
し
た
こ
と
を
考
察
。
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山
本
宗
尚
「
上
賀
茂
神
社
競
馬
会
神
事
の
儀
式
次
第
の
変
遷
」
は
、
上
賀
茂
社
で
例
年
五
月
五
日
に
齋
行
の

競く
ら
べ

馬う
ま

神
事
に
関
す
る
専
論
で
あ
る
。
宮
中
武
徳
殿
の
競
馬
の
儀
式
に
淵
源
し
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
の
起

源
と
さ
れ
る
賀
茂
競
馬
の
儀
式
次
第
を
綿
密
に
考
証
。
ま
ず
現
行
を
確
認
し
鎌
倉
期
、
室
町
期
、
江
戸
期
、
明

治
期
以
降
に
分
け
、
時
代
に
お
け
る
差
異
を
逐
一
注
記
す
る
。
社
家
に
し
て
乗
尻
の
体
験
も
あ
る
貴
重
な
論
考
。

　

間
瀬
久
美
子
「
賀
茂
下
上
社
の
雨
乞
い
と
朝
廷
の
祈
雨
再
興
」
は
、
近
世
天
皇
・
朝
廷
の
宗
教
的
機
能
に
つ

い
て
、
災
害
祈
祷
の
う
ち
民
衆
生
活
に
最
も
関
係
深
い
旱
魃
時
の
、
雨
乞
い
と
朝
廷
の
祈
雨
を
素
材
に
考
察
し

た
も
の
。
具
体
的
に
は
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
旱
魃
に
対
す
る
賀
茂
神
領
農
民
の
雨
乞
い
と
禁
裏
御
用
水

拝
領
に
関
す
る
諸
問
題
、
後
桜
町
天
皇
が
再
興
を
図
っ
た
朝
廷
の
祈
雨
儀
礼
に
つ
い
て
私
説
を
展
開
す
る
。

　

宇
野
日
出
生
「
御
棚
会
神
事
と
賀
茂
六
郷
」
補
遺
は
、
古
来
よ
り
基
盤
社
領
で
あ
る
賀
茂
六
郷
と
密
接
な
関

係
を
今
に
残
す
重
要
祭
祀
で
あ
る
御
棚
会
神
事
に
関
す
る
前
稿
（
第
五
輯
『
神
社
継
承

の
制
度
史
』
所
載

）
の
補
遺
。
新
出
の
重
要
史

料
で
あ
る
、
①
『
小
野
郷
肝
煎
并
棚
飾
次
第
』、
②
『
御
棚
飾
様
之
覚
』、
③
『
目
代
々
次
第
』
の
三
点
を
紹

介
・
解
説
し
、
②
の
注
目
す
べ
き
部
分
を
翻
刻
。
基
盤
の
御み

結け

鎮ち

銭せ
ん

の
算
用
を
務
め
た
目
代
々
を
考
証
す
る
。

　

賀
茂
下
上
社
に
関
す
る
初
め
て
の
論
文
集
で
あ
り
、
賀
茂
研
究
の
一
層
の
深
化
発
展
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　

令
和
二
年
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
社
史
料
研
究
会
代
表
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大
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名
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教
授

�
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あ
と
が
き

　

神
社
史
料
研
究
会
叢
書
第
六
輯
と
し
て
、『
賀
茂
信
仰
の
歴
史
と
文
化
』
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
は
本
書
の
刊
行
が
大
変

遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
早
く
に
原
稿
を
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
執
筆
者
の
方
々
に
は
、
本
当
に

申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ひ
と
え
に
委
員
の
責
任
で
す
。
さ
ら
に
思
文
閣
出
版
の
方
に
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た

こ
と
も
、
併
せ
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

神
社
史
料
研
究
会
は
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
十
二
月
発
足
し
ま
し
た
。
当
初
は
研
究
会
代
表
橋
本
政
宣
氏
の
勤
務
先
で
あ
る

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
大
会
議
室
に
て
研
究
会
を
重
ね
、
ま
た
毎
年
夏
に
は
、
全
国
の
神
社
を
会
場
と
し
て
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

（
一
泊
二
日
、
史
料
見
学
や
巡
見
を
含
む
）
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
（
詳
細
は
、
同
叢
書
第
五
輯
『
神
社
継
承
の
制
度
史
』
の
「
あ
と
が
き
」

〈
橋
本
代
表
執
筆
〉
を
参
照
）。
例
会
及
び
セ
ミ
ナ
ー
で
研
究
発
表
さ
れ
た
報
告
の
う
ち
、
論
文
と
し
て
成
稿
な
っ
た
も
の
は
各
叢
書

の
な
か
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
発
会
当
初
は
論
集
五
冊
刊
行
を
も
っ
て
一
区
切
り
と
考
え
て
い
た
た
め
、
叢
書
第
五
輯
完
結

を
も
っ
て
安
堵
し
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
完
結
直
後
の
セ
ミ
ナ
ー
の
時
、
今
後
も
引
き
続
き
研
究
会
を
し
て
い
く
か
否
か
を
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

す
で
に
若
い
研
究
者
の
参
加
も
徐
々
に
増
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
研
究
会
活
動
は
続
行
と
い
う
こ
と
に
相
成
り
ま
し
た
。
委
員

会
で
は
、
叢
書
の
出
版
計
画
も
再
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
企
画
案
と
し
て
は
、「
各
信
仰
の
歴
史
と
文
化
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
ど
う
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
ず
は
遷
宮
記
念
も
鑑
み
て
「
賀
茂
信
仰
」
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
か
く
し
て
第
六
輯
が
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漸
く
出
版
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
第
五
輯
は
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
出
版
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
ん
と
十
一
年
も
た
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
委
員
が
感
心
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
研
究
会
々
員
や
思
文
閣
出
版
の
方
々
の

暖
か
い
見
守
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
山
積
み
で
す
。
特
に
気
が
か
り
は
委
員
の
高
齢
化
で
す
。
大
規
模
な
学
会
で
も
な
い
限
り
、
こ
の
種
の

悩
み
は
共
通
だ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
が
。
た
だ
し
発
会
当
初
よ
り
当
日
の
参
加
費
以
外
は
不
要
で
、
入
会
退
会
も
自
由
で
す
か
ら
、

気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
一
度
で
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
記
帳
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
次
回
か
ら
の
案
内
状
を

送
付
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
。

　

は
な
は
だ
心
苦
し
い
「
あ
と
が
き
」
で
は
あ
り
ま
す
が
、
委
員
を
代
表
し
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
本
叢
書
の
刊
行
に
向
け
て
常
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
思
文
閣
出
版
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表
す

る
次
第
で
す
。

�

神
社
史
料
研
究
会
委
員　
　
　
　

　
　

令
和
二
年
四
月�

宇
野
日
出
生　
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神
社
史
料
研
究
会
　
研
究
会
発
表
一
覧

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）

第
三
十
五
回　

平
成
二
十
一
年
度
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

�

（
於
赤
坂�

日
枝
神
社
）

八
月
三
十
日（
日
）

山
王
・
神
田
祭
礼
に
お
け
る
町
奉
行
所
与
力
・
同
心
の
出
役
に

　

つ
い
て�

滝
口　

正
哉

東
照
宮
祭
祀
と
芸
能�

曽
根　

原
理

粟
田
部
の
蓬
莱
祀
に
つ
い
て�

宮
永　

一
美

八
月
三
十
一
日（
月
）

中
世
東
大
寺
に
お
け
る
田
楽
頭
の
基
礎
的
考
察�

畠
山　
　

聰

オ
ハ
ケ
論�

水
谷　
　

類

上
賀
茂
の
葵
使�

宇
野
日
出
生

絵
巻
に
見
る
江
戸
中
期
の
天
下
祭
と
川
越
氷
川
祭
礼

�
田
中　

敦
子

臼
井
雅
胤
と
白
川
家
八
神
殿
・
大
嘗
祭�
幡
鎌　

一
弘

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）

第
三
十
六
回　

平
成
二
十
二
年
度
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
於
尾
山
神
社
）

八
月
二
十
九
日（
日
）

戦
国
期
の
白
山
本
宮
惣
長
吏
に
つ
い
て

　
─
系
譜
と
在
職
年
代
を
め
ぐ
っ
て
─�

石
田　

文
一

中
近
世
移
行
期
伊
勢
信
仰
を
め
ぐ
る
経
済
構
造

　
─
伊
勢
御
師
道
者
売
券
の
基
礎
検
討
─�

千
枝　

大
志

江
戸
の
芳
春
院
─
尾
山
神
社
御
祭
神
の
一
考
察
─�

瀬
戸　
　

薫

近
世
香
取
神
官
の
官
位
に
つ
い
て

　
─
大
宮
司
・
大
祢
宜
の
官
位
叙
任
を
め
ぐ
っ
て
─�

川
島　

孝
一

八
月
三
十
日（
月
）

奉
納
和
歌
・
連
歌
の
過
去
と
現
在

　
─
大
阪
平
野
杭
全
神
社
の
連
歌
を
中
心
に
─�

鶴
崎　

裕
雄

織
田
権
力
の
北
陸
支
配
に
お
け
る
菅
谷
屋
長
頼
に
つ
い
て

�

角　
　

明
浩

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）

第
三
十
七
回　

平
成
二
十
三
年
度
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
於
香
取
神
宮
）

八
月
二
十
八
日（
日
）

東
国
に
お
け
る
神
仏
習
合

　

─
神
郡
・
香
取
郡
内
、香
取
神
宮
周
辺
の
仏
教
信
仰
─�

笹
生　
　

衛

近
世
に
お
け
る
神
社
へ
の
駆
込
と
そ
の
機
能

　
─
地
域
の
紛
争
解
決
に
果
た
し
た
社
家
の
役
割
─�

佐
藤　

孝
之

摂
家
一
條
家
に
よ
る
香
取
神
宮
社
家
へ
の
衣
躰
免
許

　
─
狩
衣
・
紫
指
貫
・
立
烏
帽
子
等
着
用
の
免
許
─�

橋
本　

政
宣

香
取
神
宮
の
歴
史
と
文
化
遺
産�

川
島　

孝
一

白
山
本
宮
惣
長
吏
澄
祝
の
在
京
活
動
に
つ
い
て�

石
田　

文
一

八
月
二
十
九
日（
月
）

香
取
神
宮
及
び
周
辺
の
見
学
会
（
貸
切
バ
ス
で
移
動
）

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）

第
三
十
八
回　

平
成
二
十
四
年
度
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
於
松
尾
大
社
）

八
月
二
十
六
日（
日
）

院
政
期
の
神
社
御
幸�

平
泉　

紀
房

流
造
本
殿
の
形
成
に
つ
い
て�

黒
田　

龍
二
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賀
茂
別
雷
神
社
競
馬
会
神
事
の
執
行
形
態
と
儀
式
次
第
の
変
遷

�

山
本　

宗
尚

下
総
国
伊
能
家
文
書
と
吉
田
神
道�

木
村　
　

修

八
月
二
十
七
日（
月
）

室
町
幕
府
奉
公
衆
・
熱
田
大
宮
司
一
族
千
秋
輝
季
に
つ
い
て

�

伊
藤　

信
吉

松
尾
大
社
文
書
に
つ
い
て�

尾
﨑　

俊
廣

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）

第
三
十
九
回　

平
成
二
十
五
年
度
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
於
箱
根
神
社
）

八
月
十
八
日（
日
）

伊
勢
神
宮
外
宮
宮
域
支
配
と
山
田
三
方

　
─
参
宮
者
の
保
護
を
め
ぐ
っ
て
─�

谷
戸　

佑
紀

賀
茂
御
祖
神
社
社
殿
の
変
遷�

京
條　

寛
樹

八
月
十
九
日（
月
）

上
賀
茂
社
の
忌
子�
森
本
ち
づ
る

伊
豆
国
三
嶋
社
の
在
庁
職
に
つ
い
て�
吉
永　

博
彰

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）

第
四
十
回　

平
成
二
十
六
年
度
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
於
大
國
魂
神
社
）

八
月
二
十
四
日（
日
）

武
蔵
総
社
六
所
宮
神
主
家
と
幕
末
の
政
治
情
報

　
─
猿
渡
盛
章
・
容
盛
と
「
反
古
帖
」
─�

太
田　

和
子

十
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
賀
茂
斎
院
の
退
下
後
の
祓
に
つ
い
て

�

落
合　

敦
子

近
世
気
比
社
の
神
官
補
任

　
─
角
鹿
姓
島
家
文
書
を
中
心
に
─�

角
鹿　

尚
計

出
雲
大
社
の
涼
殿
祭�

関　
　

和
彦

八
月
二
十
五
日（
月
）

昭
和
前
期
に
お
け
る
「
祭
」
研
究�

大
東　

敬
明

八
王
子
千
人
同
心
に
お
け
る
日
光
東
照
宮
警
備
の
意
義

�

吉
岡　
　

孝

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）

第
四
十
一
回　

平
成
二
十
七
年
度
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
於
明
治
神
宮
）

八
月
二
十
三
日（
日
）

町
神
輿
の
誕
生�

岸
川　

雅
範

武
水
神
社
松
田
家
文
書
所
収
「
内
侍
所
御
固
衛
日
記
」
に
つ
い
て

　
─
神
威
隊
に
関
す
る
新
史
料
─�

中
島　

丈
晴

御
霊
信
仰
の
成
立
に
関
す
る
試
論�

藤
森　
　

馨

明
治
神
宮
創
建
と
神
社
行
政
・
神
道
史
研
究
の
展
開

　
─
近
代
神
社
史
料
研
究
の
観
点
か
ら
─�

藤
田　

大
誠

八
月
二
十
四
日（
月
）

『
鴨
社
古
図
』
製
作
の
背
景
と
賀
茂
社
御
参
籠�

樋
笠　

逸
人

『
賀
茂
祢
宜
神
主
系
図
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と

　

社
職
等
補
任
の
復
元�

山
本　

宗
尚

明
治
神
宮
の
研
究
事
業
に
つ
い
て

　
─
鎮
座
百
年
に
向
け
て
─�

打
越　

孝
明

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

第
四
十
二
回　

平
成
二
十
八
年
度
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
於
三
嶋
大
社
）

八
月
二
十
八
日（
日
）

大
阪
・
平
野　

杭
全
神
社　

奉
納
和
歌
連
歌
史
料

�

山
村　

規
子
・
末
吉　

洋
子
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賀
茂
社
領
金
津
荘
に
お
け
る
室
町
・
戦
国
初
期
に
お
け
る
収
納

�

寺
口　
　

学

史
料
か
ら
見
た
三
嶋
大
社
の
境
内
と
そ
の
変
遷�

吉
永　

博
彰

八
月
二
十
九
日（
月
）

賀
茂
祭
走
馬
・
山
駆
の
儀
の
変
遷�

山
本　

宗
尚

神
社
史
料
に
み
る
祭
祀
・
経
営

　
─
三
嶋
大
社
と
関
連
史
料
─�

奥
村　

徹
也

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）

第
四
十
三
回　

平
成
二
十
九
年
度
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
於
西
宮
神
社
）

八
月
二
十
七
日（
日
）

神
社
史
料
と
歴
史
災
害
研
究�

加
納　

靖
之

橘
三
喜
の
思
想
と
庶
民
信
仰

　

─
長
岡
藩
と
越
後
一
宮
彌
彦
神
社
の
関
係
に
注
目
し
て
─�

中
澤　

資
裕

近
世
に
お
け
る
東
大
寺
の
祈
祷
に
つ
い
て�

畠
山　
　

聰

八
月
二
十
八
日（
月
）

慶
長
九
年
熱
田
宮
法
楽
和
歌
と
源
康
総�
伊
藤　

信
吉

近
世
西
宮
神
社
に
お
け
る
神
主
職
相
続
と
そ
の
手
続
き

�

松
本　

和
明

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）

第
四
十
四
回　

平
成
三
十
年
度
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
於
氷
川
神
社
）

八
月
二
十
六
日（
日
）

近
世
武
州
三
峰
山
の
宗
教
活
動
と
社
会
的
意
義

　
─
年
中
行
事
、
祈
祷
に
注
目
し
て
─�

川
田　

大
晶

下
方
五
社
別
当
・
東
泉
院
の
神
社
・
神
道
資
料�

大
東　

敬
明

徳
川
家
康
の
関
東
入
国
と
一
宮�

平
野　

明
夫

八
月
二
十
七
日（
月
）

白
山
相
論
の
展
開
と
帰
結�

石
田　

文
一

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
の
歴
史
と
史
料

　
─
氷
川
神
社
行
幸
を
中
心
に
─�

中
村　

陽
平

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）

第
四
十
五
回　

令
和
元
年
度
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
於
彌
彦
神
社
）

八
月
二
十
五
日（
日
）

近
世
朝
廷
・
幕
府
の
災
害
祈
祷
─
明
和
期
の

　
下
上
賀
茂
神
社
の
雨
乞
と
朝
廷
の
祈
雨
再
興
─�

間
瀬
久
美
子

化
政
期
に
お
け
る
伊
勢
御
師
師
職
争
論
に
つ
い
て

　
─
益
谷
末
寿
の
両
宮
論
を
中
心
に
─�

笹
川　
　

裕

吉
田
家
江
戸
役
所
の
地
域
的
展
開

　
─
越
後
国
蒲
原
郡
に
注
目
し
て
─�

中
澤　

資
裕

八
月
二
十
六
日（
月
）

桜
井
神
道
と
神
祇
宗�

椙
山　

林
繼

硫
黄
島
7（
周
年
記
念
─
日
米
戦
没
者

　
合
同
慰
霊
追
悼
顕
彰
式
に
参
列
し
て
─�

椎
原　

晩
聲



樋 笠 逸 人（ひがさ・いつと）
（985年生．九州国立博物館学芸部文化財課アソシエイトフェロー．博士（人間・環
境学）．
「高御座の成立─八世紀における登壇儀礼の再検討─」（『日本史研究』第6（（号，
（0（4年），「嘉承二年の『御即位次第』について」（『歴史文化社会論講座紀要』第（（
号，（0（6年），「明恵上人『夢記』の文殊現形記事について─高山寺本第一篇からの
小考─」（『鹿園雜集』（0号，（0（8年）など．

森本ちづる（もりもと・ちづる）
（970年生．明治神宮百年誌編纂室主査．修士（神道学）．
「神社祭祀における童子女の奉仕─上賀茂社忌子についての一考察─」（『明治聖徳
記念学会紀要』復刻第（（号，（997年），「鹿島神宮物忌職の祭祀─その由来と亀卜に
よる補任について─」（薗田稔・福原敏男編『祭礼と芸能の文化史』神社史料研究
会叢書Ⅲ，思文閣出版，（00（年）など．

山 本 宗 尚（やまもと・むねひさ）
（979年生．一般財団法人リモート・センシング技術センター研究員，一般財団法人
賀茂県主同族会評議員，岩戸落葉神社権禰宜．博士（理学）．
「賀茂競馬図屏風に関する一考察」（『京都産業大学日本文化研究所紀要』第（5号，
（0（0年），「三手文庫書籍に関する覚書」（『京都産業大学日本文化研究所紀要』第（7
号，（0（（年）など．

間瀬久美子（ませ・くみこ）
（949年生．千葉経済大学非常勤講師．修士（歴史学）．
「意識のなかの身分制」（朝尾直弘編『日本の近世7』中央公論社，（99（年），「神社
と天皇」（石上英一ほか編『講座前近代の天皇』第（巻，青木書店，（99（年），「被差
別集団と朝廷・幕府」（網野善彦ほか編『岩波講座　天皇と王権を考える7』岩波書
店，（00（年），「近世朝廷・幕府と寺社の災害祈禱─元禄（6年関東大地震の祈禱を中
心に─」（朝幕研究会編『論集　近世の天皇と朝廷』岩田書院，（0（9年）など．

宇野日出生（うの・ひでお）
（955年生．京都市歴史資料館主任研究員，小槻大社宮司．修士（歴史学）．
『上賀茂のもり・やしろ・まつり』（共編，思文閣出版，（006年），『八瀬童子�歴史
と文化』（思文閣出版，（007年），『神社継承の制度史』（神社史料研究会叢書Ⅴ，共
編，思文閣出版，（009年），「門跡寺院実相院の機能と構造」（東四柳史明編『地域
社会の文化と史料』同成社，（0（7年）など．



執筆者一覧（執筆順）

橋 本 政 宣（はしもと・まさのぶ）
（94（年生．東京大学名誉教授，舟津神社宮司．博士（歴史学）．
『近世公家社会の研究』（吉川弘文館，（00（年，第一回徳川賞受賞），『近世武家官位
の研究』（続群書類従完成会，（999年），『神道史大辞典』（共編，吉川弘文館，（004
年），『公家事典』（吉川弘文館，（0（0年），「賀茂別雷神社と賀茂川」（『上賀茂のも
り・やしろ・まつり』，思文閣出版，（006年）など．

嵯 峨 井 建（さがい・たつる）
（948年生．京都國学院講師．博士（神道学）．
『日吉大社と山王権現』（人文書院，（99（年），「社寺行幸と天皇の儀礼空間」（今谷
明編『王権と神祇』思文閣出版，（00（年），「中世上賀茂神社の神仏習合」（岡田精
司編『祭祀と国家の歴史学』塙書房，（00（年），『神仏習合の歴史と儀礼空間』（思
文閣出版，（0（（年）など．

黒 田 龍 二（くろだ・りゅうじ）
（955年生．神戸大学大学院工学研究科教授．学術博士．
『纒向から伊勢・出雲へ』（学生社，（0（（年），『中世寺社信仰の場』（思文閣出版，�
（999年），『国宝と歴史の旅4　神社　建築と祭り』（朝日新聞社，（000年），「発掘遺
構から見る神社の成立」（『橿原考古学研究所紀要』（6，八木書店，（0（（年）など．

京 條 寛 樹（きょうじょう・ひろき）
（978年生．賀茂御祖神社（下鴨神社）権禰宜，京都國學院講師．修士（宗教学）．
「賀茂御祖神社の式年遷宮」（『世界文化遺産賀茂御祖神社　下鴨神社のすべて』（淡
交社，（0（5年），「賀茂御祖神社（下鴨神社）の式年遷宮について」（『聖地の入口　
京都下鴨神社式年遷宮の祈り』主婦の友社，（0（5年）など．
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